















































































































































































書名 対象学年 編著者・監修 負担の公私
金沢市 のびゆく金沢 ３．４ 金沢市教育委員会 公
七尾市 わたしたちのななお、七尾のれきし ３．４ 、 ６ 七尾市教委編集委員会 公、公（学校保管）
小松市 わたしたちのd松､わたしたちの石１１Ｉ ３．４ 小松市教育研究所 公
輪島市 わたしたちのわじま ３．４ ３，４年社会科副読本作成委員会 公
珠洲市 わたしたちの珠洲 ３．４ 珠洲市教委・学研社会科部会 公
加賀市 伸びゆく加賀市、こども加賀市史 ３．４．６ 加賀市教育委員会 公
羽咋市 3年社会科作業帳､4年社会科の学習 ３．４ 羽咋市教育研究会 公
松任市
市計
山中町 わたしたちの山中町 ３．４ 山中町教育委員会 公
根上町 わたしたちの根上町 ３．４ 根上町〃 公
寺井町 わたしたちの寺井町 ３．４ 寺井町ノノ 公
辰口町 わたしたちの辰口町 ３．４ 辰口町〃 公









津幡町 つばた ３．４ 津幡町学校研究会 半公、半私
高松町 たかまつ ３．４ 高松町社会科研究部 ﾉノ
七塚町 わたしたちの七塚町 ３．４ 七塚町学校教育研究会 ﾉノ
宇ノ気町 うのけ ３．４ 宇ノ気町〃 ﾉノ
内灘町 うちなだ ３．４ 内灘町ノノ ﾉノ
富来町 3年社会科資料集富来 ３ 富来町教育研究会 半公、半私
志雄町
志賀町 3年社会科資料 ３ 志賀町教育研究会 公
押水町 ３年私たちの押水 ３ 押水町ノノ 公
田鶴浜町 わたしたちの田鶴浜町 ３ 田鶴浜町教委編集委員会 公（学級保管）
鳥屋町
中島町 わたしたちの中島 ３ 中島町教委・編集委員会 公（学級保管）




門前町 門前こども風土記 ３．４ 門前町社会科研究部会 公
能都町 わたしたちの能都町 ３．４ 能都町教育研究会社会科部会 公
籾ｌ田村 柳田 ３．４ 社会科副読本編集委員会 公















































書名 対象学年 編 著者・監 |参 負担の公私 備考
身近な地域 １．２ 金沢市教育委員会 公
こまつ(身近な地域)､こまつ(歴史的分野） １．２ 小松市教育委員会 公
社会科学習帳 １．２ 加賀市教育委員会 公
身近な地域
(○○町を中心に）
２ 石１１|郡学校教育研究会
松任市 〃
社会科地理教材編集委員会
半公・半私
〃
〃
ﾉノ
〃
ﾉノ
〃
〃
などは、その典型ともいえよう。文書史料などはどこかに保管されていたものを誰かが発見し、
研究し、公開したものである以上、出版業者の利益のみを尊重していては教育活動は停滞すると
思われる。この問題について参考意見をきかせていただければ幸いである。身近な地域の史料も
探せば、数限りなく存在しているといってよい。しかし、それらの史料を選択するには、教師の
歴史と取り組む姿勢が大切で、どこで、何をといったことを常に心がけておかなければならない
だろう。時間的余裕がなくて、身近な地域のための時間を特設することが困難でも、常時マ中央
ないしは歴史の主流と対比した地域の歴史を念頭におき、１時間に１回でも良いからそれに触れ
ることができれば、生徒の興味・関心は向上し、地域への愛着も増加すると`思われる。
5．城下町見て歩き
たださえ少い授業時間を、できれば欠かしたくはないが、やむを得ず学校を出なければならな
い日（たとえば隣接する小学校の運動会当日など）に、あるいは、ゆとりの時間を運用して、城
下町金沢の見学を実施してきた。年度により、その方法に若干の差違はあるが、第２学年の２学
期におこなっている。いうまでもなく、これまで何気なく通過して場所にも歴史の歩み、時の流
れがあり、先人の苦労があったことを把握させようとするもので、幸い非戦災都市金沢には、ま
だ、探せば随所にそれらを見出すことができる。以下、昭和58年度に実施した要領を示したい。
各クラスを８班（１班は５～６名）にわけ、班長・副班長を選んで見学の自主プランを作成さ
せ、出発から帰着までの見学箇所と所要時間をきめ、２５．０００分の１地図にコースを記入して提出
させる。見学には尾崎神社（祭神は天照大神・徳川家康・３代藩主前田利常。寛永20年４代藩主
前田光高が創建。北陸で唯一の江戸初期権現造で、本殿・拝殿・幣殿・中門・透塀は国の重要文
化財。東照権限と称していたが、明治に入って尾崎神社と改称。城内北の丸にあったのを陸軍省
の所管となったため、明治11年、現在地へ移転した）か犀川河畔の室生犀生文学碑のいずれかを
チェック・ポイントとし、２～３か所を見学して、うち２か所のレポートを提出させた。その他、
制服制帽・グループでまとまって行動し交通機関は利用しない.交通ルールを守る.飲食をしな
いなどを注意した。以下、レポートの２例を掲載する。
その１武家屋敷野坂家２年Ａ組19番村井泰仁（９月24日）
ぼくらは武家屋敷の野坂家をたずねました。そこに住んでいるのは７～80くらいのおじいさんとおばあさんでし
た。その屋敷の第１印象はとても古いということでした。床はもうまっ黒で入ってすぐに昔を思わせるような古め
かしい匂いが漂っていたので、そう思わせたのでしょう。
第２印象として、武家屋敷なのに非常に狭いということです。しかし、それは２人しか住んでいなかったので半
分こわしたらしいということでした。そのおじいさんが話してくれたところによると、この屋敷は、はじめ浅野用
水の近くにあったらしいのです。そして、その家は、茶坊主から武士へ上ってきたのです。本家は長町でした。ま
た、その家には押し入れが少なく、物はたんすか倉・物置きに入れるということです。武家屋敷には非常口がある
らしいのに、この家にはどこにもないそうです。そして、この家には、たくさんの「めんじよ」がありました｡｢め
んじよ」は古い巻き物に字が書いてあり、あて名・差し出し人・年月日そして少しばかりの絵も書いてありました。
たくさんの「めんじよ」の中に、金沢から江戸までの地図もありました。黄色は宿場で、赤い町などもところどこ
ろに見えました。そのほかに「古今かるた」というものがありました。古今集のうたが書いてあり、表には上の句・
裏には下の句と絵もかかれてありました。その他に系図があるのですが、いまは市立図書館に行っているそうです。
その２尾山神社２年Ａ組２番朝倉透
藩祖前田利家をまつる神社として、とても有名である。オランダ人から取り入れた、あのステンドグラスの神門
は、日本海を航行する船の目標になったともいわれているそうだ。池泉廻遊式と呼ばれるこの神社の横にある庭園
－２８－
|よどてもユニークだった。琵琶島・琴橋など、楽器を表したものだとのことだ。金沢を代表する百万石まつりは、
実はこの尾山神社の祭りを全市あげてやっているのだそうだ。それにしても、あの神門、見なおしてみれば、とて
も大きなものだと、なお実感した。金沢に住んでいながら、まだ知らないことがいっぱいあるんだなあと反省して
しまった。今後、このような機会があれば、また金沢について知っていきたい。
以上は、とくに優秀な作品というわけではないが、真面目に観察し記述しているといえよう。
金沢の中心部、それも観光名所化した地域のみを短時間見学して封建制度の重みを理解したとは
いえないが、それなりの成果はあがっていると思う。
なお、昭和57年（1982）１１月に実施した際、生徒に配布したプリントの内容をつぎに記してお
くが、事前事後の指導は一層徹底をはかる必要があると思う。
１９８２．１１城下町見て歩きにあたって
１．その意義
今年は「金沢400年｣､1683年に前田利家が七尾から金沢へ移って400年目にあたるという。戦国時代、ここは
尾山といい、織田信長の部将、佐久間盛政の居城があった。1581年に、一向－摸を掃討し、この地の城主とな
げんば
つた。鬼玄蕃といわれた豪勇盛政も本能寺の変後、柴田勝家と共に秀吉|こ対抗したため賎ヶ岳で敗北し、山城
で斬られた。ところで､｢金沢400年」なのか､｢金沢500年｣なのか､また、われわれの祖先は「征服者」なのか、
「被征服者」なのか議論の分れるところである。
前田氏入城によって、かつての尾山は金沢と改称したが、尾山八町（西町・南町・金屋町・松原町・材木町・
うじｌ
近江町・安江町・後町）が名を残した。ただし、町名は同じでもところをかえたもの《)ある。
江戸時代の封建制度の下で、とにもかくにも平和が持続し、百万石の繁栄を誇った金沢、明治の初期には全
国で第５位の人口を有した金沢、戦災にあわず、古いものが多く残っている金沢、これをもう一度見なおして
みよう。一人で歩くより、グループで歩けば気付かなかったものも気付いてくる。しっかり見て、心にとどめ
ておこう。
２．おもな観点と注意
Ａ古いものが、どんどん破壊されていく。古いもののどこに魅力を感じたか。
Ｂ・どんな町並や建物に興味をひかれたか。その理由は？
Ｃ、集められる資料はできるだけ集めて整理しよう。
Ｄ、建物の中では静粛を保ち､物品にさわらないようにしよう。
３．おもな見学場所
Ａ、東山寺院群Ｂ・長町武家屋敷Ｃ・寺町寺院群Ｄ・金沢城・兼六園周辺Ｅ・小立野寺院群
（天徳院方面）Ｆ・卯辰山寺院群Ｇ・浅野川付近の庶民の住宅（'橋場町の里程元標も）Ｈ・味噌
蔵町寺島啓氏宅（武家屋敷一有料）
４．短時間である。なるべく重点的に目標を定めて、能率良く廻れるよう計画をたてよう。
6．歴史的分野の指導案例
前述のように、歴史的分野では時間を特設して身近な地域を学習することは問題が多く、時間
的にも余裕がないのであるが、地域の歴史を掘りおこして、地域を原点として日本の国や民族の
課題にせまるという姿勢は必要である。地域の史料を時代別に選択し、編集して印刷できればと
思っていたが、著作権の問題が前途に立ちはだかり意気をそがれた゜何か良い参考書はないもの
かと捜していたところ、金沢市教育委員会から紀要93号(57年３月発行)中学校社会科副読本「身近な地
域」指導資料の御提供を受けた。これは金沢市教育委員会と金沢市立中学校の社会科担当教諭の協
力によるもので、地理的分野と歴史的分野について、教科書教材との関連表と指導案および補助
資料が配されている。これさえあれば……というところであるが、この指導資料を見習って自分
も及ばずながら指導案例を作成してみた。御批判を仰ぎたい。
－２９－
－３０－
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○縄文時代の人々のくらしはどのようなものであったかを真
脇遺跡の発掘状況を参考に理解させる。
○埋蔵文化財の調査と発堀の急務について考えさせる。
学習事項と活動例 指導上の留意点
調査・研究
資料の整理
保存
相談・普及
















